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思文閣出版 藤田治彦監訳 ・解説
谷本 尚子
本書は,1952年7月17日か ら26日の10日間,
イギ リスの小 さな村ダーテ ィン トンにあるダー
テ ィ ン トン ・ホール(DartingtonHall)で
行われた国際工芸家会議 の報告書(54年出版)
を,本 学会会員,藤 田治彦,猪 谷聡,要 真理
子,竹 内利夫,北 田聖子,松 友知香子氏を含
む18人が共訳 し,藤 田氏が監修,解 説を加 え
た もので ある。
国際工芸家会議 の主 旨は,第 二次世界大戦
後,ま す ます工業化が進む世界 において工 芸
の将来の あ り方 につ いて話 し合 い,同 時に地
方再建の試み と しての新 しい小規模産 業の創
業の可能性を工芸 に探 るというものであ った。
本書の構成 は,日 本語 版への序,本 文篇,
資料篇,解 説の四篇か らな る。会議 の報告書
には,プ ログラム に記 された36の講演,討 論,
実演の内,講 演19,討論2の 計21件,付 録 と
して 「プログラム」,「参加者名簿」,エヴ ァ ・
アンテ ィラの 「テキスタイルの工芸家 たちへ
の講話」 が記録 されている。 日本 ではあま り
な じみの無 い発 表者 も多 いが,邦 訳 に際 して,
講 演記録 には各 々訳注 がつけ られ てお り,発
表者 に関す る詳細 な資料 も付加 されて お り,
読者 に親切 な配慮 がなされている。資料篇 は
複写写真 であ り,次 の5つ が含 まれて いる。
会 議の報告書(TheReportoftheInterna-
tionalConferenceofCraftsmeninPottery
&Textiles),国際工芸 家会議広報 用 リー フ
レッ ト,会 議 に併せ て催 された展覧会のカ タ
ロ グ(Catalogueofanexhibitionof
PotteryandTextiles1920-1952),柳宗悦
「国際工芸家 会議」(『毎 日新 聞』 昭和27年8
月21日),バ ーナー ド ・リー チ 「東洋か らの
内か らの声」(『毎 日新聞』昭和27年8月21日)
であ る。
会議の報告書 をま とめた ピーター ・コ ック
ス(PeterCox)は,導入部分 で,こ の会議
では東洋 と西洋 との関係,工 芸 と科学技術,
工業 における工芸家 の立場,教 育 にお ける工
芸の位 置な どが討議 され るだろうと述べて い
る。東西 の相 関関係 につ いて は,柳 宗悦 と濱
田庄 司を招 いたバ ーナー ド・リー チがその重
要 さを強調 した。 また,柳 は独 自の工芸 論
「日本人の工 芸に対す る見方」 と 「佛教美学」
を講演 している。工芸 と科学技術 について は,
マイケル ・カーデューが,好 む と好ま ざると
に関わ らず,科 学技術 は制作の一 部であ るこ
とを,現 代 の工芸家 は認めねばな らない と述
べてい る(「科学の進歩 と工 芸家 による応用」)。
教育 の問題 につ いて は,教 育 活動,工 芸 活動,
経済活動の三つのバ ランスについて述べたジョ
ン ・パ ワー ズの講 演,「ユネ ス コの基礎教育
プログラム」が興味深い。
さて ここで,会 議 が催 されたダーテ ィン ト
ン ・ホール(1925年設立)に ついて触 れる必
要があ ろう。監 訳者 は,会 議 の報告書 を50年
後 にな って翻訳す る意 義 につ いて,「工芸運
動史上重要な 「1952年国際工芸家会議」 の報
告書であ ると同時に,… …思想文化史上重要
で,な おかつ現代的意義 のある理想郷的コ ミュ
ニテ ィを会場 とした 「ダーテ ィン トン ・ホー
ル」 の報 告書 で あるか らだ」 と述 べて い る
(p.553)o
ダーテ ィン トン ・ホール は,工 業化が進む
につれて崩壊 してい った地方 の文化 と経済基
盤 を もう一度取 り戻す ことを 目的 と して設 立
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された施設であり,手でものを作ることを楽
しむことが重要であるという信念の下,体験
学習を重視する農業,工 芸,舞 踏などを教え
る学校を含んでいた。即ちこの地では,手仕
事の質の重視,土 着の条件がもたらす伝統 と
の融和(バ ーナー ド・リーチ 「工芸家におけ
る統合」),地方再建のための経済基盤という
三つの要件が重視される。それ故会議では,
美的,技術的問題だけでなく,産業における
工芸 というのも,重要なテーマであったと思
われる。
会議の中で工芸家個人による美的表現 と小
さな経済との関係を取 り上げたのは,A・E・
サザ ンの 「優れた染織工芸について」,マリ
アンネ ・シュトラウプの 「最初の一歩」であ
る。サザンは,ア フリカでも工業化が進むに
従い,伝統的な染織工芸が衰退 していると報
告 し,良質の工芸を存続させる最良の方法は,
小規模な工房を創設することだと述べている。
またウェールズの染織工業に携わったことの
あるシュトラウプは,工芸家は素材に真摯に
取 り組むことが重要であり,かつ適切に企業
と連携 しなければ,小 さな工房や個人作家は
活動を続けることが出来ないと述べている。
二人の報告からは,品質の確保と実験的な試
みにとって少量生産が理想であるという意見
が見出せる。
これに対 して小さなコミュニティが生み出
した美的実践とその効果について述べている
のが,ア グネス ・ラウアーの 「スイス ・ハイ
マー トヴェルクの組織」である。この講演で
は,貧 しい山村で家内労働によって制作 した
品物を販売 し,補足収入源を見出そうとする
スイスの民衆による工芸活動が紹介された。
ハイマー トヴェルクは,大規模な産業が望め
ない地方の小さな試みであったが,同 時に広
く民衆に手仕事の製品の質の高さを認識 させ
る試みにおいても成功 した。
工芸における北欧の特殊性もま#,こ の会
議では際立 っていた。クル ト・エクホルムは,
講演 「フィンランドとスウェーデンにおける
現代陶芸 と陶芸家」で,生産工程の必要上,
スウェーデンとフィンランドの陶芸は必然的
に産業界に含まれていると述べた上で,両 国
では,比較的理想的な形で産業界と芸術家が
共存 していると説明している。また付録Cと
されたフィンランドのエヴァ ・アンティラの
「テキスタイルの工芸家たちへの講話」から
も,家内工業品か ら機械製晶まで,連続的な
関係の中で位置付けられている工芸家のあり
ようが読み取れる。
個人的な印象で言えば,この報告書の重要
性を示す点 として,1,1950年代,ち ょうど
インダス トリアル ・デザインという言葉が一
般に普及 し始めたこの時期に開かれた工芸家
会議であること,2,そ うした中で工芸家の
あり方を求める方法が様々であったこと,の
二点を挙げることが出来ると思われる。だが
もちろん,この会議と会議が開かれたダーティ
ントン・ホールの工芸史の中での正確な位置
付けは,今後の研究に任さなければならない
だろう。
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